
　代表佐藤ケイ子

　江釣子・当選４回（13年）

・経済環境常任委員会

・議会運営委員会

・議会基本条例検討特別委員会

・県後期高齢者医療広域連合議員

・広聴広報特別委員会

幹事長八重樫善勝

鬼柳町・当選３回（9年）

・教育福祉常任委員長
・北上地区消防組合議員
・市政調査会幹事
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　人は息をしている

　　　　谷川俊太郎

　　　　詩集｢手紙｣より

　会計星　あつこ

　堤ヶ丘・当選２回（８年）

・総務常任副委員長

・広聴広報特別委員会

・北上地区広域行政組合議員



｢政策懇談合｣ご意貝もお聞きしZL＼ま布。

　議会定例会の前に「政策懇談会」を開催し、地域や職

場の課題など意見交換しています。

　この市政調査活動の結果として、皆さんの声が一般質

問となっています。さらにご意見をいただき、議会に反

映してまいりたいと思います。

第64回政策懇談会（2011年2^17日の主な競）

●コミュニティバスの利用が減少していないか。コミ

　バスを守るため、自治協や各地区連絡協議会をつく

　り、活用支援を協議するべきではないか。

●公共交通は、市の政策ではなく自治協やＮＰＯが主

　体となるべきものなのか。公の役割は何か。

●道づくり事業は、地域への丸投げにならないか。中

　請の手続きは地域住民が簡単にできるものなのか。

・骨格予算と言うが、ほとんど予算化されているので

　はないか。新市長の裁量はどの程度なのか。

●交流センターの使用料徴収は、煩雑でセンターの負

　担が大きい。本来の地域活動や学習活動に支障がで

　ないか心配だ。

・敬老会補助金がなくなると地域で困惑しているが、

　復活してほしい。
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〈持続可能な行財政運営〉

EI71－羅・●経営改革案で、自治協やＮＰＯ団体への委

託が増加しているが、官製ワーキングファーの兆候があ

る。公契約条例で公正労働確保を。

◆固定資産税の税率アップに対し、第三セクター支援と

いう誤ったメッセージが流れている。周知や説明の工夫

を図るべきでは。

〈子育て支援〉

Ｅ扁両１三1◆保育園の待機児童改善を。

どうなった23年度に市街地北部地区に民間保育所を設

置し、24年度から開園の見込みである。黒沢尻保育園は、

24年度新築で定員増を図ることとなった。

◆ファミリーフレンドリー企業の表彰制度や、市独自の

表彰制度を設け、企業による子

育て支援の奨励推進を。

◆子どもの権利を守り健やかに

育てる意識や環境づくりは、北

上の将来をも決定するものであ

る。子ども条例を策定すべき。

〈地域医療〉

l彗１ｌ可回I◆済生会病院は、救急や周産期・小児医療

など中核的な病院である。準市民病院と位置づけ、継続

的な支援を。

どうなった　引き続き、国の補助金を活用し、支援をす

ることとなった。
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〈産業・雇用の課題〉

＼s認－痔･◆緊急雇用事業で400人の雇用を創出した

が、常用雇用希望とのミスマッチがある。人材育成によ

る雇用の確保を重要課題に。

◆21年度からコンベンション事業の調査を行なっている

が、協会設立の支援を。

〈教育環境〉

Ｅ認同71三1◆学校ごとの安全衛生委員会設置と職場訪

問を実施し、教職員安全衛生委員会の活発化を図ってい

くべき。

◆笠松小・照岡小は危険校舎で放置できない状況である。

統合も時間を要するので、緊急避難的でも補修に取り組

み、学校の施設管理を優先すべきである。

◆中央学校給食センターの整備を望む。コスト優先では

なく直営での施設整備で地産地消を。

雪の重みがさらに老朽化に拍車をかける笠松小学校

一般質閤
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〈公共交通〉

四百諜１■●さくら野を起点としたバスのターミナル

化計画と並行し、コミュニティバスの路線変更もした。

しかし、一部既存路線と重なることは、本来の既存路線

を脅かすことにならないか。郊外の支線エリアにこそ行

政の財政的支援をするべきである。

◆公共交通の利用が市民へのメリットにつながる取り組

みを行政主導で進めるべきでは。

◆市民の移動の権利を保障する条例制定の考えはないか。

どうなった郊外支線エリアのバス路線廃止･本数が減っ

た地域には、市が財政的支援をすることになり、市民の

移動手段を公共交通として保証していく事をまちづくり

の基本とする答弁があった。


